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ｏ
栃
木
県
今
市
市
農
業
協
同

組
合

こ
こ
で
は
、
渡
辺
、
狐
塚

の
二
農
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

共
に
今
市
農
協
の
組
合
員
で
、

両
農
場
共
水
田
約
四
池
を
緋

牛
乳
の
生
産
調
整
が
始
り
、
生
産
枠

が
決
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、
農
業
生
産

で
経
済
性
を
追
求
す
る
と
酪
農
に
於
い

て
は
、
乳
肉
複
合
経
営
と
い
う
も
の
が

指
導
機
関
か
ら
打
出
さ
れ
て
参
り
ま
し

作
し
、
二
○
○
頭
余
り
の
ホ
ル
牡

の
肥
育
を
し
て
い
る
大
形
農
家
で

す
。
素
牛
に
つ
い
て
は
、
四
十
五

日
間
哺
育
し
た
も
の
を
酪
農
協
か

ら
、
十
日
間
哺
育
し
た
も
の
を
酪

農
家
か
ら
導
入
し
て
い
る
。
導
入

た
。
も
と
も
と
詞
肉
」
と
い
う
も
の
は
酪

農
の
産
物
の
中
の
ひ
と
つ
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
牛
乳
が
頭
打
ち
に
な
っ
て
来

た
以
上
、
今
迄
以
上
に
「
肉
」
と
い
う
も

の
を
再
認
識
し
、
牛
乳
と
肉
の
二
本
柱

今市市l2ligi遼辺氏牛舎

理事山本雪信

鍼 で
農
業
経
営
を
行
な
お
う
と
言
う
も
の

で
す
。
当
農
協
で
は
、
肉
牛
セ
ン
タ
ー

も
運
営
し
て
お
り
、
組
合
員
の
中
で
も
、

肉
牛
組
合
が
組
織
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、

一
般
酪
農
家
へ
の
普
及
と
い
う
段
階
迄

価
格
は
、
キ
ロ
ニ
、
○
○
○
円
強

、

で
、
根
室
よ
り
も
若
干
安
い
程

度
で
し
た
。
仕
上
り
は
十
八
ケ

月
、
七
○
○
姥
で
、
中
規
格
が

六
割
、
他
は
並
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。
躯
飼
溌
は
稲
ワ

ラ
で
、
自
家
産
だ
け
で
は
足
り

ず
近
辺
の
水
田
農
家
よ
り
分
け

て
も
ら
い
、
堆
肥
を
還
元
し
粗

飼
料
を
確
保
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
濃
厚
飼
料
に
つ
い

て
は
一
搬
肥
育
用
の
も
の
を
使

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
麦
に
つ

い
て
は
肥
育
期
間
が
長
く
な
る

と
い
う
理
由
で
給
与
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
渡
辺
農
場
で
は
、

牝
の
肥
育
も
少
し
行
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
牡
に
比
べ
肉
色
が

悪
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
発
情
等
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
く

る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
ユ
学

『

は
数
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
又
、

今
年
か
ら
、
黒
毛
和
種
の
交
雑
種
生
産

も
始
め
た
こ
と
も
あ
り
、
府
県
の
肉
牛

実
情
を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で

御
報
告
致
し
ま
す
。

＝血目。
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、、

で
す
。
又
、
狐
塚
さ
ん
は
、

肉
牛
経
営
に
つ
い
て
、
鶏
や

豚
の
消
費
が
減
っ
て
牛
肉
の

消
費
が
伸
び
て
来
て
る
の
で

ホ
ル
の
肥
育
は
将
来
性
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
言
う

こ
と
で
し
た
。

－
１
‐
！
ｌ
‐
１
１
Ｉ
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こ
こ
は
集
団
哺
育
セ
ン
タ

１
で
、
カ
ー
ブ
・
ハ
ッ
チ
の

施
設
は
他
に
例
を
見
な
い
程

の
規
模
で
す
。
関
東
で
は
、

「
四
十
五
哺
育
」
と
い
う
言

●
栃
木
県
酪
連
哺
育
セ
ン
タ ６ 

栃木隈酪連FHi春{zンター､築団カーフハヅチ

昭和62年度璽團繭鱈

葉
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
生
後
十
日

の
仔
牛
を
四
十
五
日
間
こ
こ
で
は
カ
ー

フ
ハ
ッ
チ
を
利
用
し
て
哺
育
を
し
て
お

り
ま
す
。
生
後
十
日
目
の
仔
牛
を
酪
農

家
か
ら
導
入
す
る
際
は
、
健
康
に
は
気

を
使
っ
て
お
り
、
特
に
初
乳
を
充
分
飲

で
い
る
か
ど
う
か
、
グ
ロ
ブ
リ
ン
検
査

を
行
っ
て
い
る
程
の
気
の
使
い
用
で
あ

り
ま
し
た
。

写
真
で
も
判
る
よ
う
に
、
ハ
ッ
チ
の

数
は
二
五
○
棟
で
、
従
業
員
以
外
立
入

禁
止
で
、
当
然
我
々
も
哺
育
ハ
ッ
チ
施

設
の
中
は
見
学
出
来
な
か
っ
た
、
又

牛
の
入
替
の
際
は
ハ
ッ
チ
の
内
側
の
汚

物
を
削
り
落
し
、
薬
剤
消
毒
し
、
石
炭

鴎
勺

を
塗
布
、
地
面
は
火
焔
放
謝

器
で
滅
菌
を
す
る
と
い
っ
た

念
の
入
れ
方
で
し
た
。
こ
の

セ
ン
タ
ー
で
の
仕
上
り
は
、

約
二
四
○
姥
で
、
肥
育
素
牛

と
し
て
経
済
連
へ
出
荷
し
、

そ
こ
か
ら
肥
育
農
家
へ
販
売

さ
れ
る
と
い
う
流
通
経
路
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
こ
こ
で
一
般
酪
農
家

か
ら
の
預
詫
も
行
っ
て
お
り
、

好
評
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

栃木県酪連禰育センター､ハッチを消毒する従業員
一一一一一一一－-－



のうきょうながしくつ（４）昭和62年８月１０日
今
年
は
、
天
気
が
本
当
に
パ
ッ
と
し
ま

せ
ん
。
異
常
気
象
だ
と
言
っ
て
し
ま
え
ば

そ
れ
で
終
り
で
し
ょ
う
が
こ
れ
程
悪
天
候

が
続
く
と
農
作
業
も
は
か
ど
ら
ず
大
変
だ

と
思
い
ま
す
。
天
気
が
悪
い
と
つ
い
空
を

見
上
げ
る
回
数
が
増
え
て
来
る
も
の
で
す

が
、
昔
か
ら
天
気
の
「
こ
と
わ
ざ
」
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
意
外
に
当
っ
た
り
す
る
も

の
で
す
。
ま
あ
何
日
も
先
の
天
気
が
わ
か

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
一
日
前
ぐ
ら

い
で
あ
れ
ば
当
る
確
率
も
高
い
も
の
で
す
。

乳
成
分
の
ア
ッ
プ
は
個
繍
能
力

に
応
じ
た
飼
養
管
理
で

放
牧
主
体
の
飼
養
管
理
に

お
い
て
、
急
激
に
牧
草
生
産

力
が
低
下
す
る
八
月
以
降
は

放
牧
に
よ
る
栄
養
摂
取
量
は

次
第
に
減
少
し
、
そ
れ
も
牧

区
や
滞
牧
日
数
に
よ
っ
て
異

な
り
非
常
に
不
規
則
と
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

乳
成
分
を
維
持
し
つ
つ
泌
乳

を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
は
そ

れ
相
応
の
技
術
が
必
要
と
さ

れ
て
き
ま
す
。
そ
の
方
策
と

■
営
農
技
術
四

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所
一

し
て
、
各
個
体
の
能
力
を
確
実
に

把
握
し
、
そ
の
能
力
に
応
じ
た
飼

料
給
与
量
、
給
与
体
系
へ
改
善
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。

図
１
に
は
全
乳
期
に
わ
た
っ
て

栄
養
（
Ｔ
Ｄ
Ｎ
・
Ｃ
Ｐ
）
が
充
足

き
れ
て
い
る
場
合
の
泌
乳
曲
線
を

示
し
て
あ
り
ま
す
。
ど
の
乳
量
レ

ベ
ル
に
お
い
て
も
最
高
乳
期
に
は

分
娩
後
印
～
印
日
に
到
達
し
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期

－－－－可～～

し～

今年のフミ気ぼ
チトおかしい゜

〃
Ｉ
Ｌ
Ｊ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

ｈ
 

ｋ
Ｉ
 

⑦ 
￣ 

＝ 
、

－－－－－－－－￣も、－－｣

に
達
せ
ず
し
て
の
乳
量
低
下
は
、
栄
養
不
足
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
と
き
の
最
高
乳
麸
、
あ
る
い
は

乳
期
乳
筵
を
も
っ
て
そ
の
個
体
の
能
力
と
す
る
の
は

不
適
当
で
あ
り
、
正
確
に
は
分
娩
後
五
日
目
の
乳
麸

を
一
・
三
五
倍
し
て
最
高
乳
量
と
す
る
か
、
泌
乳
後

期
の
曲
線
か
ら
職
盛
期
の
も
の
を
推
測
す
る
の
が
良

い
で
し
ょ
う
。

ｏ
表
１
に
は
飼
養
管
理
形
態
別
に
栄
養
を
充
足
さ
せ

る
た
め
の
飼
料
給
与
例
を
示
し
て
あ
り
ま
す
。

Ｃ
日
乳
丞
三
十
姥
の
場
合
、
Ａ
の
放
牧
主
体
の
飼
養

管
理
で
は
、
給
与
乾
物
中
の
粗
繊
維
率
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
は
難
し
く
、
乾
蕊
を
一
日
に
三
嘘
与
え
て
い

て
も
、
十
六
・
九
％
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
般

に
、
乳
脂
率
を
そ
の
個
体
の
能
力
に
応
じ
て
、
し
か

も
安
定
的
に
維
持
す
る
た
め
に
は
、
お
よ
そ
二
十
～

二
十
二
％
以
上
の
粗
繊
維
率
が
必
要
で
あ
り
、
栄
養

を
充
足
さ
せ
た
上
で
粗
繊
維
率
の
向
上
を
図
ら
な
け

れ
ば
乳
成
分
（
Ｓ
Ｎ
Ｆ
も
含
む
）
の
向
上
は
望
め
を

「雨

襲溌:れば{天気下り坂
し天気くずれる

|鑿鱗kない朝焼けは

{鶏になる夕焼けは(翌日）

議顧へ{難くなる)灘鷺鈩

○○山に雲がかかると風力炊く

(艤蕊:麓と）○○山 雨か降る

届

|篝篭鶴轤“朝(西)虹は８
月
か
ら
如
月
の
３
か
月
予
報

北
榔
近
地
力
李
節
子
雑
札
幌
管
区
気
象
台
発
襄

こ
の
気
間
、
気
温
の
変
動
が
大
き
い
で
し
ょ
う
’

八
月
と
九
月
は
天
気
が
変
わ
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。

日
本
に
影
響
す
る
台
風
は
平
年
並
（
二
～
三
個
）

で
し
ょ
う
。

仙
月
別
予
報

〈
八
月
〉

暑
い
日
も
あ
り
ま
す
が
、
天
気
は
変
わ
り
や
す

く
、
局
地
的
に
大
雨
の
降
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

平
均
気
温
は
や
や
低
く
、
降
水
筵
は
平
年
並
で
す

が
、
太
平
洋
側
で
は
や
や
多
い
で
し
ょ
う
。

〈
九
月
〉

天
気
は
安
定
せ
ず
、
変
わ
り
や
す
い
見
込
み
で

す
。
平
均
気
温
、
降
水
堂
と
も
平
年
並
で
し
ょ
う
。

〈
十
月
〉

天
気
は
周
期
的
に
変
わ
り
ま
す
が
、
冷
え
込
み

の
強
い
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。
平
均
気
温
、
降
水

量
と
も
平
年
並
で
し
ょ
う
。

力痛むは(翌日)(大)風の吹〈
兆し灘馨れ｝

|鑿辮…太陽力:かさ
をかぶれば

鰯HFij(識辮|it島

夕(束)虹は{蝿錆謡《なる
(朝)霧ふかきときは晴れの兆し

「雨

襲溌凱ば{天気下り坂
Ｌ天気くずれる

鯛鱗愉臆僅……い、天気が悪くなる

夕焼けは(翌日){鶏になる

議雷へ{1暴露《《なる)蕊蝿摩
○○山に雲がかかると風力炊く

CO山（
に雲力功､かると

がかきをかぶると )爾力峰愚

朝(西)虹は

雨

天気力《変わる(悪化）
その日の洪水

jI1越すな

瀦誉れ)瀧迩は
翌日)(大)風の吹〈

騨鱗瘻霧 なる

続きしない

夜あがＩ)雨
(青ばｵL)は (霊＃

たない

くずれる

夕(束)虹催(警満謡《竃鳥
(朝)霧ふかきときは晴れの兆し
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い
と
い
え
ま
す
．
ま
た
、
九

姥
以
上
の
配
合
飼
料
は
、
ル

ー
メ
ン
内
の
安
定
を
考
え
三

回
以
上
に
分
絵
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
が
、
放
牧
主
体
の

管
理
形
態
に
お
い
て
の
三
回

以
上
の
給
与
は
時
間
的
に
も

労
力
的
に
も
扇
羅
な
場
合
が

で
て
く
る
で
し
ょ
う
。
以
上

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、

放
牧
草
が
ら
の
栄
養
供
給
量

が
期
待
で
き
な
い
の
な
ら
、

凶'秘…霞縞
ご麹塾〉;i鶴壗祷｡…

卵
⑩
麺
、
、

３N潮日
乳
且
舷

分
醐
日

ﾖ０５０６０９０120１５０】8０210Z化27030Ｃ

分娩役磁致

○
日
乳
量
四
十
姥
を
越
え
る
場
合

に
な
る
と
放
牧
主
体
で
は
栄
養
の

充
足
さ
え
も
非
常
に
難
し
く
な
っ

て
き
ま
す
。
サ
イ
レ
ー
ジ
主
体
の

飼
養
管
理
に
お
い
て
も
体
重
の
四

％
以
上
の
乾
物
を
摂
取
さ
せ
る
の

は
、
実
際
は
不
可
能
な
場
合
が
殆

ど
で
す
。
今
後
、
こ
う
い
っ
た
高

泌
乳
能
力
を
も
っ
た
牛
を
飼
養
し

て
い
く
に
は
、
乾
物
摂
取
可
能
量

を
よ
り
高
め
て
い
く
育
成
技
術
も

要
求
さ
れ
て
く
る
と
と
も
に
、
同

量
の
粗
飼
料
で
も
、
よ
り
多
く
の

栄
菱
を
供
給
で
き
る
よ
う
良
質
組

飼
量
の
生
産
技
術
ま
で
要
求
さ
れ

て
き
ま
す
。

高
泌
乳
を
維
持
し
、
更
に
乳
成

分
ま
で
も
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
、

そ
の
能
力
が
向
上
す
る
に
従
っ
て

よ
り
高
度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
乳
成
分
の
向
上
が
避
け
て
通

れ
ぬ
改
善
目
標
で
あ
る
今
日
、
個

体
の
能
力
を
今
一
度
把
握
し
て
み

る
こ
と
が
重
要
と
い
え
る
で
し
よ

、
？
。

放
牧
を
制
限
す
る
か
、
可
能
で
あ

る
な
ら
サ
イ
レ
ー
ジ
主
体
の
給
与

形
態
に
切
換
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

匂

表１日乳量30.40kgに対する飼料給与例

乳 ＨｋＲ ｓｏ ﾆﾕﾛ色

飼菱形態タイプ Ｃ Ａ ＆ Ａ 

■
□
 Bｉ 

放牧３時間以上１時間以内３時間以上１時間以内

同乾軍３．０kｇ４．０４．０３．０４．０４．０
脚グラスサイレージ１０．０３０．０１０．０３０．０
§ピトバルプＬＣＲ‘４０３⑩４０５．０４０
配合ＣＰ１６：l0kgCP18:8.5ＣＰ１８:8.5CP18:1２CP20:1２CP18:１２
その他ﾍﾞｰｻﾝP1kg
乾物／体麺％’３．４３．５３．７４．１１４．１４．弓

飼
料
袷
与

I ＴＤＮｌｌＯ４１１０５’’１０５１１０４１１０３ １０名
充足率％

IＣＰｌｌＯＯｌｇ８１１００１９９１１０１１１００ 

祖識雑事％’１６．９１１８．７１１２０．４１１６．４１１７．０１１８－７
匂

(体重600kg､乳脂蕊００％を基準とし､放牧草の栄養価は再生草として計算しています｡）

農民運動会会坦見取図 組
合
員
の
交
流
と
家
族
ぐ
る
み
の
親
睦
を
深
め

協
同
活
動
の
意
識
を
高
め
る
事
を
目
的
に
今
年
も

次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。
楽
し
い
運
動
会
に
な
る

と
う
家
族
皆
参
加
下
さ
い
。

開
催
日
時

●
八
月
十
八
日
（
火
）
●
午
前
九
時
半
開
会

（
雨
天
の
場
合
八
月
十
九
且

開
催
場
所

●
中
標
津
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

尚
、
当
日
の
人
工
授
精
の
受
付
は
九
時
迄
に
済

ま
し
て
下
さ
い
。

|`Ｗ鷺擢 忘1１塞牙ＥＩＩ(111町fMliilA埋

町体汀館削

[。Ｅ竺豊国 ノア（し⑪１
⑨ｄＵ 

②’ l① （
ウ
ス
プ
ル
ー
｝
（
キ
イ
巳

一
俵

檎
一
武
佐
一

｡③（ 

⑥ 殉

⑱卯

|中標津ｌＩｗ１縄ｌ当幌I鏑２俣落I侯藩’
(アォ）（クロ〕（アヵ）（ピンク）【ニド111

\Ｌ量ｋ９ 三○ ニユ。

可養形態タイプ． Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ 

飼料袷与

放牧

乾軍

グラスサイレー

ビートパルプ

配合

その他

3時間以上

３．０ｋｇ 

１．０kｇ 

CＰ '：１０ｋｇ 

1時間以内

４．０ 

１０．０ 

４．０ 

CP18:８．５ 

￣ 

４．０ 

３０． 

３． 

CP18 

3時間以上

３．０ 

４． 

CP18 

1時岡以内

４．０ 

１０．０ 

５．０ 

CP20:１２ 

４．０ 

３０．０ 

４．０ 

CP18:1２ 

凡-ｻﾝP1kｇ

乾 物／体垂％ ４ ３．５ ３ ４ ４．１ ４．５ 

充足率
ＴＤＮ 

ＣＰ 

０４ 

００ 

１０ｓ 

９８ 

１０ 

１０ 

１０ １０３ 

１０１ 

１０６ 

１００ 

租繊雑事％ ６．９ １８．７ ２０．４ １６．４ １７．０ １８．７ 
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鑑l:iiiijf二蕊鐵鍵翰
「
キ
ャ
ベ
ツ

●
品
種
今
生
〈
二
○
｜
号
（
八
十

五
日
）
、
グ
リ
ー
ン
ポ
ー

ル
（
八
十
日
）
デ
リ
シ
ャ

ス
（
八
十
五
日
）

●
育
苗
Ⅱ
錐
衲
病
床
土
を
使
い
、
根

こ
ぶ
病
多
い
土
壌
で
は
ペ

ン
タ
ゲ
ン
散
布
す
る
。

●
定
植
ま
で
の
管
理
、
第
二
図
迫

●
施
肥
Ⅱ
ビ
ー
ト
化
成
か
い
も
化

成
五
埴
／
十
坪
当
り
施
用

し
て
、
分
施
は
、
第
一
回

移期宜から定植まで

②鶴後２回
一つ 扇か |隣１

０
Ｊ
ｆ
Ｊ
 

ｌ
９
『
ｑ
】
則

蝋傘MW;､:Mﾂｯｰ
ﾜﾜＦＰ７７アWﾜﾌﾜﾜﾛUﾜﾜﾜﾃ王丁

l２ＣｍI2C田

目
は
十
枚
頃
と
結
球
始
め

頃
、
硫
安
四
○
○
ｇ
／
十

坪
当
り
、
硫
加
一
六
五
月

／
十
坪
当
り

●
管
理
Ⅱ
中
耕
、
土
寄
せ
は
結
球

始
期
ま
で
終
ら
す
。

●
病
害
虫
防
除

①
根
こ
ぶ
病
は
三
年
以
上
輪

作
、
ペ
ン
タ
ゲ
ン
粉
剤
（
二

十
％
）
施
用
、
定
植
時
十

ｇ
／
株
当
り
。

②
黒
斑
病
、
ダ
コ
ニ
ー
ル
六

○
○
倍
散
布
す
る
。

③
ヨ
ト
ウ
ガ
、
ア
オ
ム
シ
は

オ
ル
ト
ラ
ン
、
デ
イ
プ
テ

レ
ッ
ク
ス
使
用
。

●
栽
培
上
の
注
意
と
し
て
、
肥
料

住
苦
土
、
ほ
う
素
入
り
使
用
し
、

ｒ至活講座壷i、

秋野菜の
作り方行

北根室地区農業改良普及所

炭
カ
ル
か
苦
土
石
灰
を
施
用
す
る
。

二
、
は
く
さ
い

●
品
種
Ⅱ
仲
秋
（
八
十
五
日
）
オ

リ
ン
ピ
ア
（
九
十
五
日
）

無
双
（
八
十
三
日
）

●
育
苗
Ｉ
育
苗
床
土
は
無
病
床
土

を
使
い
育
苗
箱
か
育
苗
ポ

ッ
ト
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
定
植
ま
で
の
管
理

●
施
肥
Ⅱ
ビ
ー
ト
化
成
か
い
も
化

成
五
蛇
／
十
坪
当
り
、
特

に
石
灰
、
ほ
う
素
欠
乏
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

分
施
は
、
第
一
回
目
は

本
葉
十
五
枚
、
第
二
回
目

結
球
始
め
に
硫
安
、
八
○

○
ｇ
／
十
坪
当
り
、
硫
加

で
三
一
一
一
○
ｇ
／
十
坪
当
り

施
用
す
る
。

●
病
害
虫
防
除

①
軟
腐
病
は
ス
ト
レ
プ
ト
マ

イ
シ
ン
と
デ
ィ
プ
テ
レ
ッ

ク
ス
を
交
互
に
防
除
し
よ

》
Ｚ

②
白
斑
病
、
ダ
コ
ニ
ー
ル

③
根
こ
ぶ
病
、
Ｐ
Ｃ
Ｎ
Ｂ
粉

剤
一
株
当
り
十
賃
散
布
ｏ

の
峯
目
虫
は
、
オ
ル
ト
ラ
ン
デ

ィ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤
を

散
布
し
よ
う
。

三
、
だ
い
こ
ん

●
品
種
Ⅱ
耐
病
総
太
り
、
耐
病
宮

重
、
宮
重
総
太
り
。

●
施
肥
Ⅱ
ビ
ー
ト
化
成
か
、
い
も

化
成
四
唾
／
十
坪
当
り
全

面
散
布
、
特
に
ほ
う
素
、

苦
土
入
り
肥
料
使
う
。

厳２図移技（鉢上げ】

〈移拡時期＞

第１回務杭

編 《

。F司回L繩

舌

●
病
害
虫
防
除
（
主
な
も
の
）

①
キ
ス
ヂ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
は
エ

カ
テ
ン
Ｔ
Ｄ
ｏ

ｍ
冨
ブ
イ
’
コ
ン
バ
エ
、
ビ
ニ
フ

ェ
ト
粉
剤
、
ダ
イ
ア
ジ
ノ

ン
粉
な
ど
を
播
鐸
露
地
用
す

典
殆

鰭２回H輪Hから定拭までの笹遅汀苗群 繭床函折

苗硴癒検

/蛎一ICCA

填識
《

ト塵l5c靭門

雨
卵
撚

Ｉノ

|龍②ｌＩｌｌｌｌＷ５⑭
定

艦、
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て
ん
粉
市
況
は
、
産
地
倉
渡
し

で
、
一
一
一
、
六
二
五
円
（
’
一
一
、
九
○

○
円
）
～
三
、
七
五
○
円
（
四
、

○
七
五
円
）
、
東
京
倉
渡
し
で
は

三
、
九
二
五
円
（
四
、
一
五
○
円
）

～
三
、
九
七
五
円
（
四
、
二
七
五

円
）
と
依
然
と
し
て
低
迷
を
続
け

て
い
ま
す
。

Ｃ
内
は
昨
年
の

価
格

共計でん粉進度率

6０年瀧 6１年産

共計
参加袋数

共計
参加袋数

210,000袋 236,000袋

６月末仮配金
１袋当り

６月末仮配金
１袋当り

337円 2611鵲

累計-仮配金
１袋当り

累計仮配金
］袋当り

2.870円 2,221円

亮販 逆 度 4％ 9２ 版 莞 蝿 腰 7％ ７１ 

「

で
、
防
除
を
徹
底
す
る
こ
と
。
一
搬
圃
で
も
、

ウ
ィ
ル
ス
病
が
見
ら
れ
た
。
採
種
で
、
生
育

の
バ
ラ
つ
き
が
見
ら
れ
全
搬
的
に
多
肥
栽
培

の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
一
部
の
圃
場
で
、
塊

茎
単
位
に
な
っ
て
い
る
所
と
、
な
っ
て
い
な

い
所
が
見
ら
れ
た
。
セ
ン
チ
ェ
ー
は
、
発
見

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
、
疫
病
、
ア
ブ

ラ
虫
、
軟
腐
病
の
防
除
に
は
、
細
心
の
注
意

を
は
ら
い
、
抜
き
取
り
を
、
実
施
す
る
こ
と
。

第
三
期
検
査
（
八
月
十
二
日
）
に
向
け
て
、

な
お
一
層
の
徹
底
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
の
種
子
馬
し
ょ
第
二
期
防
疫
検
査

が
、
去
る
七
月
二
十
一
日
、
直
江
防
疫
官
に

よ
り
関
係
者
立
会
の
も
と
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
原
種
三
筆
採
種
十
五
筆
（
太
陽
農
場
一

筆
含
む
）
の
抽
出
に
よ
り
検
査
が
行
な
わ
れ
、

全
筆
合
格
致
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
｜
部
の

圃
場
で
、
葉
巻
、
レ
ン
葉
等
が
、
発
見
さ
れ
、

抜
き
取
り
が
、
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
、
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。
防
疫
官
の
講
評
は
次
の
と

お
り
、
採
取
圃
の
近
か
く
の
、
｜
搬
圃
も
、

今
後
ア
ブ
ラ
虫
の
多
発
時
期
を
む
か
え
る
の

の

昭和62年度根室生産連家畜市場価格 (6/24.7/1.7/8.7/15.7/22】

「
売
り
易
く
買
い
易
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
鶴
毎
回
多
数
の
家
畜
が
出
場
し
て
い
ま
す
。

◎
場
所
中
標
津
町
南
中

◎
定
期
市
場
毎
週
水
曜
日

ｏ
セ
リ
開
始
午
前
十
時

上場数 成立数 充-頁金額 平均 股高 股低

育成
（12ケ月以下）

TIU］ T･Ｐ」 Ｕ｢Ｉ 千四

1８ 1５ 2.888 1９３ ZFH； gＺ 
乳

育成
（12ケ月以上）

1７ 1４ 3.925 280 SI5HU 220 

牛一牛一計一ク｜ク

4月 ;１５ 1３，２９０ 380１４７６１２４０ 

ａ 4９ 39 15.039 牛 386１４６１１２７８ 

127１１０３ 3５，１４２ 341１４７６ 9２ 

Ｂ
ｉ
 zpi 2４ 2,536 106l１６Ｒ 4０ 

菌 615 6１ 9.812 1６１１２４０ 2１ 

去勢
（12ケ月以下）

1１１ 102 2２，８９８ 踏塑 鰯１９ １７５ 

去勢肥育
（12ケ月以上）

育成牛１１５４１１２５ ３２．２狸 260１４１７ 4２ 

未経産肥育牛

牛 成 牛’２９８１２６２ 7１，７７２ 273１４５０１１４３ 

小計 655lＦｉ７Ｒ 139,262 242１４ｍ 2］ 

その他
（馬・羊他）

生 産 連 市 場 計 782１６７日 174,404 257１４７６ 2］ 

6０年産 6１年産

共計
参加袋数

210,000袋
計

参加袋数 236,000袋

６月末仮配金
１袋当り

337円 ６月末仮配金
１袋当り

261{'］ 

累計－仮配金
１袋当り

2,870円 累計仮配金
］袋当り 2,221円

販売進度 92.4％ 販売進度 71.7％ 

上場数 成立数 充.貝金額 平均 玻高 股低

乳牛
育成

(12ケ月以下）

育成
(12ケ月以｣そ）

初妊牛

経産牛

小計.

1８ 

1７ 

4３ 

４９ 

127 

1５ 

1４ 

3５ 

3９ 

103 

２，８８８ 

TIJI 

３，９２５ 

1３，２９０ 

15,039 

3５，１４２ 

193 

T-IH 

280 

380 

386 

341 

233 

『Ｐ

350 

476 

461 

476 

9２ 

千F】

220 

240 

278 

9２ 

肉

牛

初生トク

牡卜ク

去勢
(12ケ月以下）

去勢肥育
(12ケ月以_【二）

育成牛

未経産肥育牛

成牛

小計

２７ 

6５ 

1１１ 

154 

298 

655 

2４ 

6１ 

102 

125 

263 

575 

２，５３６ 

９，８１２ 

2２，８９８ 

３２，２“ 

7１，７７２ 

139,262 

106 

1６１ 

224 

260 

273 

242 

168 

240 

269 

417 

450 

450 

4０ 

2１ 

175 

４２ 

143 

２１ 

その他

(馬・羊他）

生産連市場計 ７８２ 678 174-404 257 476 2１ 
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東
北
地
方
は
、
本
来
、
馬

産
地
で
山
間
部
も
多
く
、
水

稲
の
単
作
地
帯
で
、
減
反
や

所
得
の
補
充
に
畜
産
を
取
り

入
れ
、
地
味
な
経
営
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
山
間
部
で
は
、

本
当
に
御
苦
労
さ
ん
、
と
い

う
感
じ
で
す
。

金
ヶ
崎
農
協
で
は
、
昭
和

四
十
二
年
に
国
営
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
が
ス
タ
ー
ト
、
大
型

酪
農
の
基
盤
が
で
き
、
哺
育
、

肥
育
、
養
豚
の
各
セ
ン
タ
ー

を
運
営
、
黒
毛
和
極
「
七

○
○
頭
（
肥
育
「
○
○
○

頭
）
、
乳
オ
ス
ー
、
八
○
○

頭
、
乳
用
牛
三
、
六
○
○
頭

二
○
○
戸
）
、
養
豚
四
、

五
○
○
頭
を
飼
育
し
、
各
専

門
部
会
を
設
け
、
活
動
し
て

お
り
ま
す
．
政
策
導
入
に
よ

る
経
営
が
多
く
、
借
入
金
残

も
あ
り
、
個
人
別
に
技
術
指

導
と
経
営
指
導
の
二
課
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

前
沢
町
農
協
で
は
、
西
の

松
坂
牛
と
東
の
前
沢
牛
と
い

わ
れ
る
様
に
肥
育
技
術
が
高

く
、
肉
質
が
優
秀
で
前
沢
牛

の
銘
柄
は
、
全
国
的
に
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。

以
前
か
ら
資
質
の
良
い
素
牛
産

地
（
陸
中
牛
）
で
あ
り
、
良
質
米

生
産
の
た
め
、
椎
厩
肥
確
保
に
稲

ワ
ラ
、
畔
の
草
等
、
恵
ま
れ
た
資

源
の
有
効
利
用
と
労
力
の
周
年
活

用
出
来
る
事
で
、
三
十
六
年
か
ら

肥
育
が
始
ま
っ
た
。

組
織
的
に
効
率
良
く
主
産
地
形

成
を
計
る
た
め
に
、
昭
和
四
十
年

か
ら
専
門
部
会
（
改
良
肥
育
）
七

支
部
（
一
六
二
名
）
を
作
り
、
上

質
肉
の
生
産
と
稲
作
と
の
収
益
性

の
高
い
複
合
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

（
農
家
収
入
の
四
○
％
を
肉
牛
が

し
め
て
い
る
）

○
主
な
対
応
策

①
銘
柄
生
産
地
形
成
の
推
進
力
と

し
て
上
質
肉
の
安
定
生
産
と
市
場

評
価
確
立
の
た
め
、
東
京
の
市
場

へ
昭
和
四
十
六
年
か
ら
出
荷
、
職

員
を
配
置
し
て
出
荷
後
の
格
付
価

格
の
情
報
を
す
み
や
か
に
送
り
部

会
で
検
討
し
対
策
を
立
て
て
い
る
。

②
肥
育
技
術
向
上
の
た
め
、
飼
料

給
与
等
高
位
平
準
化
、
定
着
さ
せ
、

粗
飼
料
（
稲
ワ
ラ
）
を
確
保
し
、

牛
舎
内
を
乾
燥
状
態
に
保
つ
等
の

⑦ 
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を
乳価値下げと生産量削減の中で農家経営の維持を狙い、乳牛複合経営に足掛かりをつけ
るための研修として、６月15,16日、岩手県の金ヶ崎農協と前沢町農協、そして川崎町雪
印肉牛肥育実験農場の三ケ所を選定しました.

細
か
い
管
理
に
つ
と
め
る
。
枝
肉

共
励
会
等
の
研
修
を
行
な
う
。

③
肥
育
素
牛
の
選
定
に
は
、
傭
報

を
基
に
改
良
組
合
（
素
牛
生
産
者
）

と
の
話
し
合
い
で
、
基
礎
繁
殖
牛

の
導
入
（
島
根
、
岡
山
県
か
ら
て

種
牛
の
選
定
は
、
検
定
協
会
と
の

話
し
合
い
で
決
め
る
。
六
卜
五
％

は
、
自
家
産
で
残
り
は
市
場
か
ら

購
入
。

④
収
益
性
の
高
い
経
営
実
践
の
た

め
、
河
川
敷
、
転
作
田
の
利
用
と

堆
肥
、
稲
ワ
ラ
交
換
等
を
行
な
い

低
コ
ス
ト
で
抜
群
の
上
物
率
（
八

十
％
）
を
実
現
。

こ
の
よ
う
に
、
満
枝
肉
単
価
等

に
よ
り
、
水
稲
十
肉
牛
等
の
経
鴬

を
安
定
さ
せ
て
い
る
。
（
導
入
費

一
五
○
万
円
、
六
卜
｜
年
は
、
六

十
一
万
円
）

○
以
上
の
こ
と
か
ら
。

①
上
質
肉
生
産
に
は
良
い
素
牛
を

確
保
す
る
事
（
血
統
種
牛
の
選
定

が
む
ず
か
し
い
）

②
上
質
肉
に
は
稲
ワ
ラ
が
無
く
て

は
な
ら
な
い
事
三
年
物
）
水
田

地
帯
で
あ
る
。

③
主
産
地
形
成
を
す
る
事
（
産
地

銘
柄
）

行

率

ピ物

ｂ
 

上
卜

並

単価頭枝

Ｌ８３８22369 
１８８４１９３６０ 

中
枝
藏
飛

物 卜

枝 埴価

２２１３ 

単価
一

１－４４７ 

頭

673 30.3％ 

3６０ 

67.6％ 

70.4 383 ２２９２ 1-508 6４６ 

73.3 

80-8 

４２９ 

４６FＩ 

342 

392 

2,465 

2.462 

1，５５２ 

１．６８５ 

4６６ 

７８８ 

2６ 

７ 

348 

369 

348 1,919 

1.924 385 



(9)のうきょうなかしくつ
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■－－－=－－－－－－－－－－－－F－輔一一一一

｜前沢牛枝肉共進会成績(於.東京食肉市場）
一一一一＿▲----▲-----

年月＆癒擢畷繩iiii平均…蟹,3,'il,翔芒物ルビ物
率

5７．１１．４２８３８９２，７２５４，３００1,053,916９１６１８１５８２１１５３５ 

平均
枝重

平均
単価

岐高
単価

年月日 頭 平均販売高

5８．１１．７ 2８４０２２，７６２４，７１０１，１０３．１７４１１７７３８９．３６４．２ 

２８４０９２，７５２４，０６０1.120,009９７１０２９２９５７．１ 

２８４１２３，１６８４，６４９１，３０３，９５７１５９４100.0８５．７ 
２８４１９３，１４６４，１４］1,317,766２０５３100.0８９１ 

5９．１１．１２ 
57.1 
-

8日-７６０． 
￣ 

６１゜

1］ 

1１ 

1１ 
－ 

１０ 

■ 

２ 

④
肥
育
技
術
が
高
位
平
準
化
す
為

よ
う
に
グ
ル
ー
プ
、
専
門
部
会
で

実
践
活
動
を
行
な
う
。

⑤
労
働
が
集
約
形
で
あ
る
事
。
〈
細

か
い
管
理
ｌ
少
頭
数
舎
飼
）

⑥
仕
上
迄
の
日
数
が
か
か
る
。
（
サ

シ
を
入
れ
る
た
め
三
○
ケ
月
以
上

か
か
る
資
本
が
必
要
）

⑦
安
い
飼
料
で
必
要
な
種
類
鳶
只

い
入
れ
で
き
る
。
（
飼
料
代
四
○

％
以
上
）

⑧
中
央
市
場
直
結
で
あ
る
事
。
（
市

場
の
評
価
）
流
通
販
売
に
地
理
的

に
有
利
（
栃
木
県
の
牛
は
、
一
○

○
円
厨
じ

今
迄
言
わ
れ
て
い
た
事
が
す
べ

て
実
践
さ
れ
、
初
め
て
品
質
の
高

い
上
質
肉
の
生
産
に
よ
り
、
収
益

性
の
高
い
経
営
が
出
来
る
事
が
わ

か
り
ま
し
た
。

ｔ
ふ
り

洲
賀
者
に
上
質
肉
（
霜
降
）
指

向
と
大
衆
（
赤
肉
）
指
向
と
が
あ

り
前
者
は
、
和
牛
上
物
肉
で
肥
育

に
は
、
月
数
が
か
か
り
過
ぎ
べ
増

体
逓
一
日
○
・
八
姥
肥
育
期
間
三

十
～
三
十
五
日
）
生
産
性
が
悪
く

素
牛
も
不
足
し
て
い
ま
す
。

｜
方
、
乳
雄
は
噸
体
量
と
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
二
日
一
・
一
～

句
一
・
二
姥
）
若
令
（
十
八
ケ
月
）
、

経
済
肥
育
と
し
て
安
価
に
生
産
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

消
費
の
増
加
は
あ
る
も
の
の
、

（
年
三
％
『
輸
入
牛
肉
と
の
競
合

は
さ
け
ら
れ
ず
一
層
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
が
必
要
で
あ
り
、
両
者
の
中

間
を
ね
ら
っ
た
和
牛
十
乳
牛
の
交

雑
種
、
町
匹
の
生
産
に
よ
っ
て

和
牛
の
素
牛
不
足
と
増
体
量
不
足
、

肉
牛
向
上
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

た
経
済
的
な
上
質
肉
の
肥
育
が
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
、
低
コ
ス
ト
、
多
頭
化
生

産
に
は
、
乳
牛
多
頭
飼
育
地
帯
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
管
理
経
済

面
か
ら
交
雑
種
の
早
熟
性
と
自
然

分
娩
が
容
易
で
早
期
受
糒
や
放
牧

地
で
の
自
然
交
配
等
、
各
々
の
経

営
に
合
せ
て
考
え
る
事
も
で
き
ま

す
。広
大
な
草
地
面
穣
と
乳
牛
多
頭

飼
育
の
草
地
酪
農
地
帯
で
は
、
そ

の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
事
が
大
切

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
地
で
の
肥

育
仕
上
げ
は
難
し
く
、
経
済
的
に

無
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
良
質
素

牛
の
主
産
地
を
作
り
、
全
国
の
銘

柄
地
域
へ
出
荷
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
草
資
源
の
活
用
と
（
夏

期
放
牧
）
、
多
頭
飼
育
乳
牛
群
と
全

頭
飼
育
淘
汰
牛
の
更
新
率
を
高
め

る
事
は
育
成
牛
を
大
事
に
し
、
低

コ
ス
ト
の
管
理
体
系
を
確
立
で
き

る
事
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
事
が
乳
肉
複
合
経
営
の
基
礎

と
な
り
、
そ
の
後
、
生
産
経
営
条

件
に
合
せ
て
、
市
況
を
考
え
な
が

ら
取
り
入
れ
て
行
く
事
が
必
要
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

以
上
、
私
見
を
交
え
て
述
べ
ま

し
た
が
出
来
る
事
か
ら
実
行
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

句

東京出荷別格付別推移（去）（１月～12月）

特 選 極 卜

上
一
枝
覇
一
狸

年度

頭｜枝｜単価｜頭｜枝｜単価１頭

単
２
’
２

価
燕
示

頭

1９６ 

１７２ 

５９ 8１１４０８3,040１２３１３８３１２．５３０１２５］ 

６０ 101３０１１３，０４２１３２１３９１１２．５７７２２２ 

皿型
106３４７１３．３８８１９４ 6F鋤 2.628 1４２ 345 2.273 9,5 

1７７１３９７１３．０９９１１９２ 410 2.619 囲ｌ６ｆ８ :1839 2,239 144 

年月日 頭 平均
伎重

平均
単価

舷簡
単価 平均販売高

格

◎ 

付

○ 

内 訳 比率

上物 トビ物
5７．１１．４ 2８ 389 2,725 4,300 ,053 〕1６ ８ 82.1 53-5 
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6１．１１．１０ 2８ ４１９ 3．１４６ ４，１４］ 1３１７ 766 2０ 1００． 8９ 

年度
特選

頭 枝 単価

極上

頭 技 単価

」：

頭 枝 単価
５９ ８１ 408 3,040 123 383 2,530 251 376 2,209 1９６ 

６０ 1０１ 301 3．０４２ 1３２ 391 2,577 ２２２ 382 2，２１４ 1７２ 

６１ 
牝

去

1０６ 

１７７ 
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397 

3,388 

3,099 

9４ 

1９２ 
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410 

2,628 
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1４２ 

２６８ 

345 

389 

2,273 

2,239 

9５ 
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のうきょうなかしくつ 、昭和62年８月１０日

六
月
二
十
一
日
、
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
プ
ラ
ザ
寿
宴
に
て
二
人
の
結
婚

祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
多
勢
の
人
に

祝
福
き
れ
ま
し
た
。
（
児
玉
光
彦

様
御
夫
妻
媒
灼
）

銀
行
勤
め
で
牛
に
ふ
れ
た
事
の

な
か
っ
た
百
合
ざ
ん
も
、
今
で
は

本
当
に
や
さ
し
い
正
一
君
と
一
議

に
、
牛
舎
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
．

「
イ
ヤ
ー
、
こ
の
間
な
ん
か
牛

舎
で
仕
事
を
し
て
い
た
ら
、
何
か

ブ
ッ
ブ
ッ
ー
言
っ
て
る
ん
で
ど
う
し

た
の
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、
牛
を

横
目
で
見
な
が
ら
、
こ
の
牛
に
き

ら
わ
れ
た
～
。
な
ん
て
い
っ
て
る

ん
だ
よ
ネ
ー
」
と
目
を
細
め
て
ウ

レ
シ
ソ
ウ
に
話
す
正
一
君
、
若
い

二
人
に
当
て
ら
れ
ば
な
し
で
し
た
。

伊

一一一エーュユー戸

■ 

＞ 農協婦人部主催卿池野菜栽j薔講習会
一-－．－－￣一－－ ￣ 轡二 Ｉ 

行

桟
橋
を
降
り
、
ゆ
っ
く
り
と
バ

イ
ク
を
進
め
る
。
こ
の
空
気
だ
〃

こ
の
空
気
を
裂
い
て
走
る
た
め
』

ボ
ク
た
ち
は
北
海
道
に
来
た
。

六
年
前
の
バ
イ
ク
仲
間
の
合
言
葉

”
開
陽
台
で
満
月
を
見
よ
う
〃
”

ｌ
そ
の
約
束
を
覚
え
て
い
た
慎
平

と
二
人
で
、
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
全
開

に
す
る
。
マ
シ
ン
の
リ
ズ
ム
、
ピ

タ
ッ
と
合
っ
た
軽
い
空
気
…
…
。

（
集
英
社
文
庫
佐
々
木
譲
著
）

農
協
婦
人
部
活
動
の
一
環
と
し

て
今
年
も
現
地
野
菜
栽
培
講
習
会

が
七
月
六
、
七
日
の
両
日
、
中
標

津
地
区
を
は
じ
め
四
地
区
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

普
及
所
の
市
丸
次
長
、
榎
田
生

改
さ
ん
を
講
師
に
実
施
さ
れ
た
こ

の
講
習
会
は
、
今
年
で
三
年
目
と

な
り
、
婦
人
部
活
動
の
定
着
し
た

活
動
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
達
は
ハ
ウ
ス
野
菜
の
管

理
、
病
害
虫
の
防
除
、
農
薬
や
展

着
剤
の
正
し
い
使
い
方
の
指
導
を

熱
心
に
受
け
て
い
ま
し
た
。

妙

本
の
紹
介

振
り
返
れ
ば

地
平
線

農協婦人部主催現j池野菜栽j若講習会



(Ⅱ）のうきょうなかしぺつ
昭和62年８月１０日

中
標
津
地
区
の
若
者
十
名
程
が

中
央
会
中
標
津
支
所
の
西
埜
・
株

田
両
氏
の
指
導
で
、
い
ま
電
算
簿

記
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
、
組
勘
連
動
し
た
も
の

で
一
般
の
複
式
簿
記
と
比
べ
て

わ
ず
ら
わ
し
い
作
業
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
が
や
っ
て
く
れ
る
と
い
う

几

も
の
だ
が
、
た
だ
現
金
出
納
部
分

の
Ｏ
Ｃ
Ｒ
カ
ー
ド
に
書
き
込
ん
で

報
告
す
る
だ
け
で
す
。

現
在
、
開
始
仕
訳
元
帳
の
入
力

段
階
で
す
が
、
非
常
に
簡
単
、
だ

れ
に
で
も
取
り
組
め
る
も
の
な
の

で
、
ぜ
ひ
ほ
か
の
人
達
も
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

齢
》
顕
鈩
．

角
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甲
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■
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■
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今
年
も
各
校
か
ら
中
標
津
町
へ
夏
期
酪
農
実
習

へ
入
り
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
は
、
地
元
中
標
津
町
立
農
業
高
校
生
二

十
七
名
、
そ
の
後
、
兵
庫
県
立
氷
上
高
校
生
四
十

八
名
、
長
崎
県
立
西
彼
農
業
高
校
生
七
禍
、
日
本

大
学
農
獣
医
学
部
八
十
名
が
農
協
大
会
議
室
に
て

受
入
式
を
行
な
っ
た
。
皆
、
不
安
な
面
持
ち
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
迎
え
に
来
た
受
入
れ
農
家
の
方

と
一
議
に
実
習
へ
向
い
ま
し
た
。
七
月
始
め
か
ら

不
安
定
な
天
候
が
続
き
、
き
つ
い
仕
事
だ
と
考
え

て
気
が
ま
え
を
し
て
来
た
で
し
ょ
う
が
、
拍
子
ぬ

け
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
天
候
が
良

く
な
れ
ば
、
仕
事
も
大
変
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
健

康
や
ケ
ガ
等
、
十
分
注
意
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
実
習
生
の
受
入
農
家
の
方
に

は
、
多
大
な
ご
協
力
を
戴
き
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

農
協
青
年
部
で
は
｛
第
八
回
．

じ
ゃ
が
い
も
白
爵
ま
つ
り
」
を

九
月
六
日
（
日
）
に
東
武
住
、
青

年
部
畑
作
部
会
試
験
圃
場
で
開

催
し
ま
す
。
こ
の
催
も
地
域
の

方
々
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
、
家
族
連
れ
も
た
く
さ
ん
こ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
今
年
も
武
佐

岳
の
ふ
も
と
で
土
に
親
し
み
、

自
然
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。
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め
て
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
簡
単
に
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

郡
道
央

一
一
の
度
、
肉
牛
組
合
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
管
外
研
修
を
旱

肉
牛
生
産
の
研
修
を
終
え
て

地
域

～ 

の
Ｉ 

■ 

Ｐ 

[ 

nｺ 

F、

今
回
の
目
的
は
、
近
年
益
々
厳
し

く
な
る
酪
農
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、

今
年
度
よ
り
、
農
業
事
業
と
し
て

肉
牛
生
産
（
Ｈ
）
に
、
本
格
的
に

取
組
む
こ
と
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ

と
推
進
方
策
を
検
討
し
、
実
施
さ

れ
て
い
る
中
で
当
肉
牛
組
合
も
、

農
協
事
業
に
協
力
と
組
合
員
の
技

術
研
鑑
を
兼
ね
て
実
施
の
運
び
と

な
り
、
総
勢
十
八
名
で
六
月
二
四

日
～
一
一
七
日
ま
で
の
二
泊
三
日
の

行
程
と
し
、
天
気
が
良
過
ぎ
て
、

こ
の
天
気
の
良
い
の
に
、
何
が
研

修
だ
と
云
わ
れ
る
の
を
覚
悟
の
上

で
の
勉
強
で
あ
り
、
貸
重
な
時
間

と
費
用
も
か
か
る
事
を
考
え
る
と
、

内
容
の
充
実
し
た
中
味
の
濃
い
研

修
内
容
に
す
べ
く
、
研
修
先
も
充

分
に
調
蚕
し
、
参
加
者
全
員
が
満

足
し
て
戴
け
る
様
、
努
力
し
ま
し

た
。
お
陰
様
で
事
務
局
及
び
、
関

係
機
関
の
取
り
計
ら
い
に
よ
り
、

有
意
義
な
視
察
で
あ
り
、
余
韻
が

横

一ｍｍ一

|国

雄

脳
裏
に
残
る
様
な
研
修
が
出
来
ま

し
た
。
ま
ず
視
察
先
は
、
江
別
の

篠
田
畜
産
（
根
室
生
産
連
の
大
口

購
買
者
）
、
追
分
町
の
苦
楽
園
地
田

牧
場
、
早
来
町
植
苗
の
雪
印
乳
業

受
精
卵
移
植
研
究
所
の
三
ヶ
所
を

選
び
ま
し
た
。
ま
ず
篠
田
畜
産
で

は
生
後
八
ケ
月
の
交
雑
種
（
黒
毛

和
極
×
ホ
ル
）
、
ア
ン
ガ
ー
ス
ベ

レ
ー
ホ
１
ド
、
日
本
短
か
く
種
、

ジ
ャ
ー
ジ
等
の
交
雑
種
を
見
る
事

が
出
来
ま
し
た
．

そ
の
中
で
特
に
目
を
引

い
た
の
が
黒
毛
和
種
と
ホ

ル
と
の
、
の
肥
育
後
期
牛

で
、
Ｈ
の
特
徴
を
充
分
そ

な
え
て
お
り
、
一
日
の
Ｄ

Ｇ
（
増
体
遼
）
も
一
姥
以

上
と
乳
雄
と
同
等
の
Ｄ
Ｃ

を
示
し
、
肉
質
も
専
用
種

と
乳
雄
の
中
間
値
は
充
分

ね
ら
え
得
る
事
、
又
出
荷

月
令
も
一
一
十
三
～
四
ケ
月

令
で
出
荷
可
能
で
あ
り
、

充
分
期
待
が
も
て
る
様
に

見
受
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
苦
楽
園
、
亀
田
牧

場
で
す
が
、
追
分
町
美
園

で
家
族
六
人
、
労
働
力
三

人
、
雇
用
労
働
者
五
人
、

Ｐ 

灘鹸
｢■ 

閂へ

甲P9『

土
地
一
二
○
腿
、
内
小
麦
三
六
腿
、

デ
ン
ト
コ
ー
ン
三
五
胴
、
牧
草
五

○
蛇
、
乳
用
牛
総
頭
数
五
八
○
頭
、

黒
毛
和
種
二
三
○
頭
、
乳
雄
肥
育

牛
二
○
○
頭
、
Ｈ
五
○
頭
、
総
頭

数
「
○
六
○
頭
、
年
間
搾
乳
量

『
五
○
○
ト
ン
（
札
酪
組
合
員
）

｜
頭
当
り
約
八
○
○
○
蛇
で
農

業
総
収
益
は
何
億
か
は
っ
き
り
経

営
主
か
ら
は
聞
く
事
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
相
像
が
つ
く
と
思

い
ま
す
。

蕊
１ 

ｕｌ 鰯鼬
､１１１（ 50藩

Gと

一》。－

バンガーサイロで低コスト化（亀田牧場で）

蔓

の

地
域

Ｉ 
ｌＭ 
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特
記
し
た
い
事
は
受
精
卵
移
殖

に
よ
る
専
用
種
の
Ｅ
Ｔ
作
り
を
目

標
に
す
で
に
、
島
根
県
や
岩
手
県

か
ら
優
良
種
乳
牛
の
導
入
を
計
り

現
在
、
供
卵
牛
を
二
十
五
頭
導
入

し
、
受
精
卵
移
殖
に
よ
る
Ｅ
Ｔ
の

増
頭
を
、
着
々
と
準
備
、
進
め
て

る
様
に
見
え
ま
し
た
。
詳
細
に
つ

い
て
は
一
方
通
行
の
た
め
に
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
八
十
六
オ

に
な
る
牧
場
主
の
あ
の
経
営
感
覚

と
、
実
業
家
と
し
て
の
自
信
が
、

話
の
中
に
随
所
に
見
ら
れ
深
い
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
Ｅ
Ｔ
に

よ
る
系
統
造
成
が
肉
牛
経
営
に
お

い
て
は
最
重
点
に
あ
げ
、
乳
牛
の

場
合
は
環
境
が
四
○
％
位
の
影
響

が
出
る
が
、
肉
牛
の
場
合
は
、
そ

れ
が
乳
牛
種
で
出
な
い
た
め
に
、

種
雄
牛
の
選
定
が
重
要
と
話
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
又
、
老
爺
が
目

を
か
が
や
か
せ
て
Ｅ
Ｔ
に
よ
る
肉

牛
生
産
を
か
た
り
、
特
選
と
か
極

上
と
か
、
一
頭
一
ｏ
○
万
以
上
の

牛
を
作
Ⅲ
出
す
事
を
夢
み
な
が
ら

説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
牧
場
主

の
亀
田
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
へ
そ
の

日
も
私
達
を
心
良
く
迎
え
て
く
れ
、

説
明
後
、
町
の
農
業
委
員
会
が
あ

る
の
で
、
農
場
の
方
は
適
当
に
見

て
帰
り
な
さ
い
と
言
っ
て
、
立
ち
供
給
の
不
足
を
解
決
し
、
低
コ
ス

去
っ
た
あ
の
後
姿
に
、
五
○
や
六
卜
生
産
達
成
が
可
能
に
な
る
様
に

○
オ
は
砦
造
り
で
あ
り
青
二
才
で
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

…
た
だ
た
だ
敬
服
す
る
ば
か
り
で
以
上
で
、
今
回
の
研
修
内
容
の

し
た
。
次
に
雪
印
乳
業
の
受
糖
卵
報
告
を
終
り
ま
す
が
、
益
々
酪
農

移
殖
研
究
所
で
す
が
、
中
標
津
エ
情
勢
が
厳
し
く
な
っ
て
行
く
中
で

場
よ
り
転
勤
し
た
先
生
ば
か
り
で
、
肉
牛
生
産
に
関
す
る
農
協
の
取
組
、

皆
顔
な
じ
み
で
我
が
町
に
帰
っ
た
又
、
体
制
作
り
、
農
協
事
業
の
中

様
な
気
分
に
ひ
た
れ
ま
し
た
。
に
ど
の
様
に
位
滋
付
け
を
し
、
活

そ
こ
で
一
時
間
三
○
分
程
講
議
性
化
を
計
っ
て
行
く
の
か
、
農
協

を
受
け
、
実
験
施
設
を
見
せ
て
戴
運
営
者
の
大
き
な
課
題
と
恩
わ
れ

き
ま
し
た
。
当
研
究
所
で
は
ホ
ル
ま
す
。
幸
い
当
腱
協
は
肉
牛
生
産

ス
タ
ィ
ン
の
場
合
は
、
営
業
ベ
ー
セ
ン
タ
ー
を
有
し
、
今
年
度
よ
り

ス
に
乗
っ
て
お
り
ま
す
が
、
肉
牛
Ｈ
生
産
に
取
組
む
べ
く
実
施
検
討

の
場
合
は
、
受
精
卵
移
植
に
よ
る
を
加
え
て
い
る
事
は
、
他
地
域
に

双
子
生
産
の
確
率
は
ま
だ
十
六
頭
先
が
け
て
の
英
断
で
あ
り
、
生
産

で
、
今
後
の
研
究
成
果
に
期
待
を
か
ら
消
費
者
ま
で
の
独
自
の
販
売

か
け
て
お
り
ま
し
た
。
先
日
の
農
ル
ー
ト
の
確
立
、
そ
し
て
産
地
形

業
新
聞
に
も
、
農
水
省
中
国
農
試
成
に
よ
る
定
時
、
定
璽
、
定
質
の

畜
産
部
で
、
和
牛
の
双
子
生
産
に
三
大
要
素
の
早
期
実
現
に
よ
り
、

「
め
ど
」
と
元
う
記
事
が
の
っ
て
エ
ア
ー
コ
ン
テ
ナ
の
活
用
こ
そ
が

い
ま
し
た
が
、
雪
印
で
も
時
間
の
今
後
の
こ
の
奥
根
室
の
組
合
員
が

問
題
の
様
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
こ
生
き
残
れ
る
か
ど
う
か
の
最
大
の

の
三
日
間
の
研
修
で
学
び
得
た
知
鍵
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

識
を
、
我
が
家
の
経
営
に
ど
の
様
な

に
生
か
す
か
、
各
自
の
問
題
に
な
ど
う
か
運
営
者
は
組
合
員
の
光

り
ま
す
が
、
乳
を
搾
り
な
が
ら
Ｅ
頭
に
立
ち
、
生
き
残
り
方
策
を
示

Ｔ
に
よ
る
優
良
専
用
種
の
生
産
が
し
、
自
か
ら
農
村
社
会
の
翼
の
指

可
能
に
な
れ
ば
、
我
国
の
肉
牛
生
導
者
と
し
て
力
を
発
揮
願
い
た
い

産
に
大
き
葱
は
ず
み
と
な
り
素
牛
も
の
で
す
。
農
民
と
云
え
ど
も
複

⑦ 

雑
な
国
際
社
会
の
中
で
世
界
に
通

用
す
る
イ
ノ
ベ
シ
ョ
ン
と
国
際
的

な
経
営
感
覚
を
持
っ
た
経
営
者
育

成
こ
そ
が
、
二
十
一
世
紀
に
向
け

て
の
生
き
残
れ
る
農
民
像
で
あ
る

,１ 

１ 

の

鱸
騨鳶

､二

一･鐘侭

霧i愚111

鶴
溌騨夢

〈アノｌｆ１:；
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PL≦至画
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鶴鑿

P,.i･･･ 

i急,】

と
思
い
ま
す
。
以
上
、
研
修
報
告

と
農
協
へ
の
注
文
の
か
た
ち
に
な

り
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
皆
様
の

ご
参
考
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

1粗
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しゃれた建物の受梢卵移殖研究所にて
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~、戸

格
が
決
定
し
た
。
前
年
度
業
所
得
に
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。

に
比
べ
て
表
面
上
の
値
下
本
年
度
の
乳
量
の
割
り
当
て
が
前

三
月
二
十
八
日
、
本
年
は
農
家
経
済
に
と
っ
て
大
変
な
こ

度
の
加
工
原
料
乳
保
証
価
と
で
、
そ
の
何
倍
か
の
影
響
を
腱

料
乳
の
基
準
脂
肪
率
が
三
・
夫
を
し
て
、
こ
の
暴
風
に
倒
れ
な

算
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
す
る
こ
と
な
ど
、
キ
メ
細
か
な
元

円
）
昨
年
は
、
つ
い
て
い
他
産
業
も
多
く
は
不
況
、
失
業
、

き
上
げ
ら
れ
た
し
（
△
三
な
い
，

な
る
の
で
は
な
い
か
と
試
肉
畜
な
ど
の
収
入
を
有
利
に
確
保

く
（
約
一
三
％
）
に
ま
で
辛
抱
し
て
、
支
出
を
抑
え
る
か
、

ば
、
一
○
円
～
一
二
円
近
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
年
に
は

二
銭
（
五
・
五
％
）
で
あ
減
収
す
る
、
何
れ
に
し
て
も
生
産

が
り
は
、
蘂
．
当
り
四
円
八
年
並
み
で
も
、
乳
代
は
前
年
よ
り

巾
に
下
落
が
予
想
さ
れ
る
ピ
ン
チ
で
あ
り
逆
境
の
年
だ
が

不
足
払
い
法
か
ら
は
ず
れ
て
成
長
産
業
の
変
格
を
も
っ
て
い

チ
１
ズ
向
け
原
料
乳
が
、
け
で
は
な
い
。
酪
農
は
依
然
と
し

銭
）
さ
ら
に
ナ
チ
ュ
ラ
ル
れ
て
い
る
。
苦
し
い
の
は
酪
農
だ

払
わ
れ
、
（
△
一
円
五
四
酪
腱
は
ま
だ
よ
い
方
だ
と
い
わ

一
一
％
か
ら
三
・
五
％
に
引
い
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
以
外
に

が
り
と
い
う
こ
と
に
な
れ
な
い
し
、
増
産
に
も
限
界
が
あ
為

前
年
度
六
月
分
保
証
乳
価
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
こ
え
る
決

た
良
質
乳
奨
励
金
が
と
り
倒
産
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

す
。
生
産
物
価
格
の
低
下

比
す
る
と
別
表
の
通
り
で
い
た
い

強
）
従
っ
て
、
本
組
合
の
酪
農
家
の
皆
さ
ん
も
家
族
そ
ろ
っ

た
た
め
、
そ
の
価
格
は
大
る
の
で
あ
る
。
今
年
は
、
確
か
に

っ
た
が
、
実
質
的
な
値
下
性
の
向
上
は
急
に
成
果
は
あ
か
ら

と
、
本
年
度
の
同
月
を
対
意
を
新
た
に
し
て
頑
張
っ
て
も
ち

か
ら
で
あ
る
。
（
△
二
円
勝
ち
ぬ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

Ｆ 
＝ 

61年／62年６月分

今年の保証乳価等一覧表ｶﾛｴ原料乳保証価格実績対比
表２へ 中標i１１町農協表１

61年６月分'６２年６月分ｌ差弓’ 項｜言 l廊臓2年度|前年度|前年比率

8２７５ 87.57 
6.105ｔ、乳

おＬ
ＩＩ（ 6,129ｔ 241 1.保証乳価

(乳脂肪 (乳脂肪 5-5 

(円/kq）
脂肪率１３．６４％Ｉ３６３％１－０．０１％ 3.5％） 3.2影】

2今上手取比較
(今 筑）’３．６３％Ｉ３－６１％１－０．０２％ 82.75 9０５７ ＢＧ 

(円/kpp

無脂固型’８．５６％１８４６％１－０．１０％ 67.67 69-54 

3.基準取引価格
(乳脂肪 (乳脂肪 ２７ 

(円/kh）(全 道） ８．６０影１８５７％’-003％
３５％） ３２影）

4.全上手取比較乳価（１ｋｇ）(A）７５円４４銭１６７円７１銭 7円73銭
67-67 72.54 6-7 

(Wkg） 
補給金単価B）’１３円00銭１９円４９銭’－３円51銭 5.限度数量

鞆KO ZJ6W Ｒ７ 

(万八）チーズ向奨励金(C】 1円２２銭’１円22銭

6.補給金単価
lH-On lR-OR －１６－４ 

合計･(Ａ＋Ｂ＋Ｃ）１８８円４４銭’７８円４２銭－１０円02銭 (円/kq）

ノ、
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昭和62年８月１０日

Hti を

牛
乳
処
理
室
は
水
が
使
え
て
、
夏
涼

し
く
冬
暖
か
い
こ
と
か
ら
、
組
合
員
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
便
利
な
こ
と
が
多
い

所
で
す
。
そ
の
便
利
さ
ゆ
え
に
、
本
来

の
目
的
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。
①
滅
物
樽
や
花
の
鉢

物
等
が
湿
い
て
あ
る
。
②
牛
の
薬
品
類

が
放
置
さ
れ
て
い
る
。
③
配
達
さ
れ
た

書
類
等
が
散
乱
し
て
い
る
。
④
仔
牛
の

解
が
置
い
て
あ
る
。
⑤
ハ
ミ
ネ
ズ
ミ
、

猫
が
出
入
り
す
る
事
が
あ
る
。
⑥
冷
凍

機
の
フ
ァ
ン
の
前
洗
濯
物
が
千
き
れ

て
い
る
。
⑦
換
気
、
排
水
状
態
が
悪
い
。

な
ど
、
今
一
度
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

(62.4.1～62.7.31〕

出荷乳量 前年比
（％） 6１年１６２年

４月’5,090,083.315,028.668.9198.8％

51上旬’1,779,014.411,775.905.5１９９．８

中旬’’’809,941.311,829,498.91101.1

月|下旬’2,069,377.312,077,057.71100.4

月計’5,658,333.015,682.462.11100.4

合計110,748,416.3110,711.131．0１９９．７

61上旬’1,983,668.412,012鯵739.71101.5 消
費
者
は
常
に
良
質
の
も
の
を
求
め
て

い
ま
す
。
そ
し
て
今
や
乳
価
は
成
分
、

細
菌
、
細
胞
と
諸
条
件
に
影
響
を
受
け

て
い
ま
す
。
洗
っ
て
食
べ
る
こ
と
の
で

き
な
い
食
品
を
処
理
し
て
い
る
と
い
う

点
か
ら
環
境
整
備
に
細
心
の
注
意
を
は

ら
い
ま
し
ょ
う
。
（
農
家
の
友
八
月
号

よ
り
）中旬’2,051,478.912瞳059画960.61100.4 句

月|下旬’2,069,701.412,056,075.6199.3

月計’6,104,848.716,128,775.91100.4

累計'16,853,265.0'16,839,906.9199.9

71上旬’2,039,694.512‘007.992.8198.4］
字

中旬’2,004,336.411,954､572.2197.5

月l下旬12,132,838.612,122,656.1199.5

月計’6,176,869.516,085,221.1198.5

累計'23,030,134.5122,925,128.0199.5

開
催
月
日
七
月
六
日

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

『
外
部
出
資
の
取
得
に
つ
い
て
。

北
信
達
外
二
○
、
．
八
九
二
千
円

二
、
正
組
合
員
の
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て
。

二
性
後
継
者
に
譲
渡

三
、
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て
。

受
電
施
設
エ
事

四
、
農
協
有
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
の
機
種
選
定
に

つ
い
て
。

細
部
に
つ
い
て
は
、
営
農
委
員
会
に
付
託

す
る
。

五
、
自
給
飼
料
増
産
総
合
対
策
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
。

六
、
団
体
徴
難
地
開
発
整
備
事
業
の
変
更
に

つ
い
て
。

七
、
昭
和
六
十
二
年
度
制
度
姿
金
追
加
申
込

に
つ
い
て
。

三
件
、
一
八
、
四
六
○
千
円

八
、
給
油
所
の
設
置
に
つ
い
て
。

以
上
の
各
議
案
が
原
案
ど
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。〈
協
議
事
項
〉

『
固
定
資
産
の
監
査
日
定
に
つ
い
て
。

二
、
第
十
回
農
民
運
動
会
の
開
催
と
日
程
に

つ
い
て
。

の

塵
筐
匡
の
隆
腫

第
四
回
理
事
会

八
月
十
八
日
㈹
、
雨
天
の
場
合

は
十
九
日
に
順
延
、
場
所
は
、

中
標
津
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
。

三
、
乳
質
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
つ
い
て
。

四
、
職
員
給
与
改
定
に
つ
い
て
の

回
答
に
対
す
る
、
職
貝
組
合
か

ら
の
要
望
に
つ
い
て
。

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
昭
和
六
十
二
年
度
、
生
乳
出

荷
量
及
び
全
乳
哺
育
量
の
配
分

に
つ
い
て
。

二
、
抗
菌
性
物
質
汚
染
生
乳
事
故

発
生
に
つ
い
て
。

三
、
昭
和
六
十
二
年
度
、
乳
質
向

上
対
策
事
業
に
つ
い
て
。

四
、
馬
鈴
し
ょ
畑
実
測
結
果
に
つ

い
て
。

五
、
ひ
ょ
う
に
よ
る
被
害
状
況
に

つ
い
て
。

六
、
人
事
異
動
に
つ
い
て
。

七
、
長
期
共
済
推
進
実
績
に
つ
い

て
。

八
、
生
乳
集
荷
費
に
つ
い
て
。

九
、
役
員
研
修
に
つ
い
て
。

十
、
会
計
検
査
日
程
に
つ
い
て
。

十
一
、
中
標
津
神
社
祭
典
の
臨
時

休
業
に
つ
い
て
。

十
二
、
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
農
協
有
に

つ
い
て
。

十
三
、
配
合
飼
料
等
に
つ
い
て
。

出荷乳量

6１年 6２年

前年比

(％） 

４月 5,090,083.3 5,028,668.9 98.8％ 

上旬

中旬

下旬

1,779,014.4 

1,809,941.3 

2,069,377.3 

1,775,905.5 

1,829,498.9 

2,077,057.7 

99.8 

101.1 

100.4 

月 計 5,658,333.0 5,682,462.1 100.4 

合計 10,748,416.3 10,711,131.0 99.7 

６月
上旬

中旬

下旬

1,983,668.4 

2,051,478.9 

2,069,701.4 

2↑012,739.7 

2,059,960.6 

2,056,075.6 

101.5 

100.4 

99.3 

月計 6,104,848.7 6,128,775.9 100.4 

累 計 16,853,265.0 16,839,906.9 99.9 

上旬

中旬

2,039,694.5 

2,004,336.4 

2,007$992寸８

1,954,572.2 

9８．４ 

97.5 

月 下旬 2,132,838.6 2,122,656.1 9９．５ 

月 計 6,176,869.5 6,085,221.1 98.5 

累計 23,030,134.5 22ｫ925,128.0 99.5 
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こ 62年Ｓ月乳成分乳代単価ベス 脂肪4.0％
以上10戸

無脂固形分率 ％ 乳代単価

面
踵

％ 順位 脂肪率

久保栄典 佐藤_広大木敏夫 8３－２４ ４２２ １ ８．８４ 

大木敏夫白田慶和佐藤_広 8-90 ８２ｆｌ９ ４－１４ ２ 

丹羽質 山本優文ａ7５ I鋼－１７花尻武夫 ４．０９ § 

花尻武夫下河原政市小谷盛 8－７５ 81.76 ４．０９ ４ 

佐藤－広 久保栄與山本優文 ８－７： ８１．４門４．０月

■
山

中本トモ 保科渚 RＬ１６ 酒井清志 ８．７１ ４．０］ 

尼
曰

佐藤信義 武田三郎武田三郎 RLOul ４－００ R-Uz0 ７ 

山本優文 酒井清志五十嵐輝夫 ８．６８ ８０円雁３．９F 
Ｐ 

Ｇ
刎
口

卜

佐藤信義滝場領 ８－６７ 8０８１ 目黒雅隆 ３－９７ ９ 

高平幸夫佐藤拡高平幸夫 ８６６ 8０．７７ 3-916 10 

篠永栄保科滴 Ｒ_６６ ３－９６ ＩＥＩ 

保科箔 ８．６６ '別

7７．２０ ８－４６ 平均 3-613 

般低 ８－０８ 72-k１９ ３－脚６

昭和62年度合乳細菌数､細胞数検査成績（４月～６月）

昭和62年４月～６月分合乳細菌数､細胞数検査結果は下記の通りです。乳質向上に努力を”

細胞数菌 数紐

31へ5０ 51～1ｍ １１０以上210--400 410以上 610碗以下51～100 110へ２０，盤協名 30万以下 31～5０ 

Ｆ、 3２８ 5６．２ １０名 0-4 上奉別 1７ １－３ 9０－７ ６－３ 

6０－６ 388‐ 0-6 １．， 0-6 別海 ６－４ ３－２ ８８_[８ 

8０－４ 1９－６ 中春別 R７．６ ８－７ ３－３ 、－４

6７．５ ３２_附羅臼 ５．２ ８７］ ７－７ 

０－４ 4４－７ 4８－４ ６２ 0.7 計根別 ７１ ５－４ ０－５ ０６ 86.0 

517 44-6 ３．７ ０－４ 根宰 B-lEl 1-0 8３－９ ８－巴

’ 

6１３ 3８－６ Ｏ」1－３ 標津 1１２ ４－６ 0-3 R２－６ 

6０．９ 3８－９ ０．２ 中標津 ２３ ０２ 1０．８ ４－陪812姥

5３６ 4３．５ ２９ 西春別 ＬＯ ０．４ ０－４ ６２ ＭＬｐ ８１．］ 

管内
平均

４０m ２４ 0Ｊ １０ 0-5 0-1 ５７指Ｒ－Ｇ ４－３ 8５．５ 

北海讃牟乳検蚕邑協会

順位 脂肪率 ％ 無脂固形分率 ％ 乳代単価 円

大木敏夫 ４．２２ 久保栄興 ８．８４ 佐藤_広 8３．２４ 

佐藤_広 ４．１４ 白田慶和 ８．８０ 大木敏夫 82.69 

花尻武夫 ４．０９ 丹羽賢一 ８．７５ 山本優文 8２ 1７ 

小谷盛一 ４．０８ 下河原政市 8.75 花尻武夫 8１ 7６ 

山本優文 ４．０５ 佐藤－広 8．７３ 久保栄與 8１ 4３ 

酒井清志 ４．０１ 中本トモ 8．７１ 保科 i鷲』 8１ 1６ 

武田三郎 ４．００ 佐藤信義 8.70 武田三郎 8１ Ou4 

五十嵐輝夫 ３今９８ 山本優文 8.68 酒井清志 8０ 9８ 

目黒雅隆 ３．９７ 滝場慎二 8．６７ 佐藤信義 8０ 8１ 

1０ 高平幸夫 ３．９６ 佐藤拡 8．６６ 高平幸夫 8０．７７ 

保科滴 ３．９６ 篠永栄 8．６６ 

保科讃 ８．６６ 

平均 ３．６３ 8．４６ 77.20 

鮫低 ３．２３ 8.08 7２．３９ 

細菌数 細胞数

農協名 30万以下 31～5０ 51～100 110へ200 210～400 410以上 30万以下 31～5０ 51～1００ 110以上

上春別 9０．７ ６．３ １．７ １－３ 32.8 5６．２ 1０．８ 0-4 

別海 8８ ６．４ ３．２ 1.0 0.6 6０．６ 38.8- 0.6 

中春別 8７ ８．７ ３．３ ０．４ 8０．４ 1９．６ 

羅臼 8７ ７．７ ５．２ 6７．５ 32.5 

計根別 ８６ィ ７．１ ５．４ ０．５ 0.6 0.4 4４．７ 4８．４ ６．２ 0.7 

根室 8３ ８．９ ５．８ 1.0 ０゜４ 5１．７ 4４．６ ､７ 

標津 8２． 1１．２ ４．６ ０．３ １－３ 6１．３ 3８．６ 

中標津 8２ 1０．８ ４．５ ２．３ Ｏ△２ 6０．９ 3８．９ ､２ 

西春別 8１． 1０．９ 6.2 ＬＯ ０．４ 0.4 5３．６ 4３．５ ､９ 

管内
平均

8５．５ ８．６ 4.3 1.0 ０．５ 0.1 5７．５ 4０．０ ２．４ 0.1 
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７月分細菌･細胞検査成績

細遡 細胞 細菌 細胞
氏冶 氏宅

上旬Ｉ中ｈｊｌ下イリｌ上旬｜中旬｜下恂 上旬 中旬ｌ下旬|上旬ｌ中《】】ｌ下旬
佐藤忠男

佐藤和男
新井

片野

新井範芙

片野博

西村和之

西垣洋
係科澗

松岡研美

田代昭

弁ロ川一

安江孝男

鋼持広昭

斉藤端

山口広幸

姉松秀樹

沖一美
片岡一＝Ｊ１ニハ

弾正原正牙懐

国光昭

遠藤直行

佐伯雅祝
米栖寛
川村荊身
加藤繁

萩原蝶七

塁野昇司

滝本広

滝ケ平義明

内ＩＩＪ栄作
八木原明治郎

中耕健雄

前原秀隆

町、労照

房川喜赫

宮脇正夫

窟沢係男

谷村盟
武田三郎

藤井弘芙

北村一仁

杉本匡槐

田島義一

佐藤救康
松本幸男

飯野盛次

横田国雄

竹下日吉

ＷｌＨｌ拾郎
青木喜三

背木ふさ子
横Ｈ１好－

､や９

壇、専拾
五十蝋巍夫

ﾛ蔓や

第 俣 蕗 地 凶

田中蝿繁
山本政紀

廷？９

安達和永
志賀認一

塾
一
語

志賀正治

篠永栄
d3５ St3 

畷 暦 ｺﾞ 

ア

ピ

屡
丑木
林
砺
井
部
藤
藤
僑
村
山
付
原
村
村
村
本
原
藤
部
肪
崎
持
藤
兇
部
辺
出
沢
谷
藤
沢
瀬
原
木

爪
大
小
板
岩
服
遼
遠
高
松
本
菅
上
上
松
藤
逆
河
上
山
藤
藤
鋤
運
営
鷲
其
渡
太

小
相
小
状
斉
広
半
笠
武
後

天
寿
昇
好
子
幸
夫
由
茂
寺
弘

幸心
光
力
通
雄

稔
辮
蔵
赫

男
二
突
孝
愈
秋
僧
雄
行

雄
勉
寿
英
夫
志
子

駆〈

幸
羅

栄
敷
金
松

初
正
文
晴

正
弘
虹

正
信

剛》
利
民

誠
利
満
武
直
避
政

構
和
良
淳
窓
栄

命
塗
二
遥
一
一
汐

拳

、
》
』
。
丘

1１ 
高僑丈夫

松村晴由

竺
一
婆
一
一
二
藍

｜》

ぢろ

２ 

ゲア

理
一
一
王
一
二
一
一
墜
一
蓮

単／必尺

匂Sソ

J２， 

rZZ 

Ｆ， 

α月 皇Ｚ

ＺＺＺ 
裂く■ 

､金子

※30万以下は空欄。３１万以上は実数。～は無限大です。

氏名
細菌

上旬 中hｊ ドイリ

細胞

l:旬 中旬 下旬
氏病

細菌

_'二句 中旬 下旬

細胞

上旬 中《】】 下旬
佐．藤忠男 新井範美 や９
佐藤和男 ﾊ・野樽
壇１１】聯拾 ひ｡

五１－膿輝夫 第二 俣ヲ 地
田中揮繁 .９９ 四打和之
山本政紀 西垣洋
湊達祁永 保科淌 宅竺
琶賀認一・ 松岡明美
志賀正治 ｄ３Ｓ 田代昭 bﾏ名 ｷﾞ賎
篠永栄 弁ＩＪｌｌリ・‐

安江孝男
臭 客 鋼持広昭

原栄一・ “ 斉藤端
大木敏夫 ｊﾗｪ（ クワ 山［Ⅱ広幸
小林金司 蝿松秀樹
板砺松寿 ＆？ 42尺 j沼 沖一一美
岩井鼎 片岡一志 ノノス ｡｡ _ZL2D 
服部－好 弾正原正器
遠藤初子 ぷう ＿､昂‘ uマヲ 国光昭 ６６ﾉブ ご当【 `ロバ
遠露正幸 ？｡ 遠藤直行
高僑文夫 ､勺hＫ 佐伯雅視

松村．Ｈ面由 盤§ ＿､ﾀ‘ 米栖窪
'】、山茂 川村赫身 虹ぐノ
率材正志 卍?笛& `ろ 加藤繁
菅原弘 萩原鎌上

_'二村弘志 星野昇司 ロバ

_上村．丞光 滝本広 弓写

上村力 滝ヶ千義明
松本正通 ､｡＜ タツ 久刀 内１１１栄作
藤原信雄 八木原明治郎 免寺
遠藤照一 中耕健雄 や９ ＿4８ ぐ’

阿部稔 翁＜ 前原秀隆 必尺 學／
上ケＩＩＢ利器 町、芳照

山崎民蔵 房川．喜泌
藤田満 宮脇正夫 ﾑﾍﾟﾐ 
藤ｌＨ誠一． 爾沢保男 Ｓご／ 庁／
;刃持幸男 ●ら 哩貝 谷村 ?,K〈
遠藤与 武田二郎
圏田実 Lや９ 藤井弘美
鷲兇拳 北村一仁 ､｡？ 
興部愈 ､で西Ｚ 杉本匡視
渡辺利秋 [１１島義.．
小出講僧 佐藤救康
相沢武雄 ､?， 松本幸男
太田直行 飯野盛次

小谷盛一一 横田国雄
枕山政雄 ‘月 竹下Ｉ】吉 _単９
斉藤勉 柳H】拾郎
広瀬ｉｆｉ懇 青木薯上：
半沢和美 青木ふき子
笠原良夫 横１１１好・‐ 以々
武田漣 ｇＫ 

後木西子

久保栄典 一二
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胞検査成績
※30万以下は空欄｡３１万以上は実数｡～は無限大です。

細糟 細胞紺ＩｌＶｊ 細胞
氏宅氏搭

１２句｜中旬ｌ下旬上旬ｌ中旬ｌ下旬ｌ上旬｜【１１句ｌ下旬 Ｉ２ｍｌ中旬ｌ下旬

殻
行
一
行
一
作
一
二
雄
一
脳
一
夫
一
函
一
夫
一
二
哲
一
弘

本
沢
見
見

一瞬
麓
藤
葉
井
町
田
須
井
田

井
児
木
陽

越
東
山
下

木
本
本
田
水

子
野
林
藤
江

弁
山
西
西
島
原
輪
山
木
下

藤
波

半
国
国
斉
斉
伊

村
山
後
斉
今
山
房
井
笠
赤
鈴
開

名
乾
乾
伊
大
山
北
水
水
山
楓
佐
野
大
岡
金
高
中
工
赤
沢
桜
西
大
大
福
下

一一一
西
佐

要
一
平
一
男
一
災
一
雄
―
英
一
子
一
正
行
一
隆
一
夫
一
志
一
譜
一
男
―
洋
一
行
一
剛
一
男
一
天
一
場
一
一
一
優
哨
｜
洋
一
一
一
雄
一
二
一
拾
二
｜
俊
一
滴
一
雄
―
雄
一
朗
一
功
一
郎
一
有
一
雄
一
雄
一
弘
―
清
一
夫
一
雄
―
健
一
郎
一
明
一
憲
一
市
一
夫
｜
宏
一
夫
一
芳
一
彦

茂
木
友
島
脇
田
田
村
野
田

血石
見
川

羽
羽
司
原
藤
檎
井
黒
藤
玉

田
上
川
尻
条
村
岡
橋
壕
原

藤
藤
雁
山
馬
塚
原
丼
上
上
沼
谷
本
野
臥
藤

谷
井
井

加
佐

』一一
高
福
古
本
中
其

小
伏
中

丹
丹
中
上
工
舟
酒
目
工
児
坂

井
長
花
中
奥

挙旦
商
中
藤
林
佐
佐
滴
暢
門
中
府
西
士
士
小
熊
山
寛
寺

正
一
政
一
盛
一
新
―
信
一
起
一
一
敏
一
｜
俊
一
丁

些泉？

雪-豊

利
一
―
―
哲
一
二
秀
一
糟
一
画
一
一
値
滴
一
端
’
昭
一
利
一
労
一
一
岩
一
散
一
戦

金や

菫
“〈

ｊＳ 

ろ，／パの

「
､〒夕｜‘:Ｆ１と`もシ

武佐地区

’ｌｅＦｌ 

淳
一
蟹
－
哲
一
億
一
正
一
滴
一
禰
一
雅
一
正
一
光
一
一
慶
一
精
一
一
一
武
一
由
一
一
秀
一
畠
―
秀
一
勝
一
文
―
敏
一
二
賢
一
一
正
一
文
一
電
一
一
個
一
賭
一
一
一
便
一
光
一
一
寵

雄
一
保
一
儀
一
商
一
志
一
賎
一
美
―
彦
弘
一
和
一
二
陸
一
寿
一
夫
一
治
一
協
一
貸
一
信
一
夫
一
一
一
唯
一
昭
一
広
一
一
一
稔
一
志
一
夫
―
雄
一
武
一
一
一
夫
一
悟
一
正
一
文
一
章
一
享
一
活

３１台塗
一
一
塗
一
一
二
超
一
一
一
二
｜
蓬
一
一
一
蕗

［ 図

記
Ⅵ
今

一
角
鄙

Ｐ
山
９

９
日
ｐ
０
▲

一一一一一一一蘂一一一些學｜
透
一
一
一
錘
一
筆
一
一
一
一
一
曇
竺
｜
｜
毎

雅
一
一
倍
一
童
孝
一
栄
一
正
一
正
一
一
英
一
昭
一
史
一
一
次
一
安
一
画
一
忠
一
陸
一
一
俊
一
義
一
一
一
一
災
｜
昭
一
政
一
頁
一
一
邦

_や９

.；型

里旦
々９

.<~／ jＳ とう

行 &4三斗>ま
典?

高Ｚ

乏
審

、
）
し

圦引盈引／ｅＺＤ窒
亟
｜
｜
｜
｜
亟

竃
／且Ｚ

α９ ＡＡＳ 

<丙

全や

ござ

クワ１甦今？ｌざつ婆７赤波江

細菌数200万以上当日出荷乳に対して当月の平均乳代をペナルティと科せられます［
151～199万は、ｋ貝当り５円､抗菌性物質100円。

氏搭
紺ＩＩＶｉ

_上旬 110句 下旬

細胞

上旬 【１１句 下旬
氏宅

細Ｗｉ

上旬 ＩＩＪ句 ﾄﾞ句

細胞

上旬 rlj旬 下旬

＃】本要 加茂正殿

半沢利平 佐盈木政行 `A台 .←ノ

国見一・男 託友盛行 &:」hj7

国見甑 高島新作 _常や

斉藤哲雄 福鵬信一

斉潅一・美 古田起雄

伊藤秀子 ＳＰ／ 4Zｉｇ 本ｌｎｉｌｌｊ 必し〈

千葉澗諒 に{’村敏夫

村井直行 ゲシ 奥野画 _L茎旦

山iIXji賎 ＿や９ 多Ｈ１俊夫 ／ごり ‘， 

後藤lＨ（苫夫 小岩正・－

斉須講堂 .､Ｋ 伏見哲

今井靖ｉｆｌ 中１１１弘 身ヲ `将 とも’

山ｌⅡ昭男

房川和洋 武 佐

井」ｚ労行 丹羽淳一 ぅ幻

笠井剛 丹羽賢一

赤堀岩男 中司哲雄

鈴木敏夫 上原徳保 鵡久

開陽牧場 ｡｡ 工藤正儀

舟揺澗商

茨 ロ［ 酒井禰志

名越侭 ＺＢ ｊ９ 目黒雅隆

乾雅暇 Ｔ２態派羊

乾洋 児玉光彦 苧９

伊東（ Rﾐデ 坂口弘

大山栖雄 _凸茎雪旦 白田慶和

山下孝二 婆」 己（ 井画精一 ニツく

北Ⅱ｜栄拾 川上陸 奇？

水本正二 己ﾐヨ 長谷川寿

水本」'二俊 .;;■〈 花尻武夫 ムフ ､<=／ JＳ 

山本滴 中条由治

極［Ⅱ英雄 ;Aざ 奥村協

･佐々木昭雄 ぶづ dZT5 萱岡秀貸

野Ｉ］史期 僅々／ α父 商橋昌信

太田功 中塚秀夫 gｶﾞム や９ jL？ 

岡次即 藤原勝一. ＠Ａざ

金子安右 ’zろ！ ＰＫ 林文雄

高野国雄 佐藤敏昭

中林忠雄 佐藤－広 ろ‘

エ藤隆弘 禰爪賢一

赤波江ｉｉ８ｒ ､や， 陽山穂

沢口俊夫 門馬正志

桜井錠雄 ◇｡ 中塚文夫 咲く 二 と.型

西１１」鯉 ユノ /▲‘ d凶｡？ 府原竜雄

大西―一郎 必？ 8ざ 四AＳ 弓９ 西井武

大西英明 土井'三{目一一 _当鐘
福島昭憲 二l:井上疏夫

下川原政一｢行 l、沼悟

:一色輪貞夫 熊谷正 _ミヱ２

西山宏 山本低文自

佐々木邦夫 4△」 瓦野光章

日下一・芳 寺囲事

赤波江一一彦 ﾑ７ ｸワ 甦今？ Lずつ 佐藤恵ｉｆｉ
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７月分細菌。糸田
｡ 

細菌１

上旬|中旬|下旬｜
当幌地区

細胞 細鞘 細胞
氏潴 氏名

上旬 中旬 下伺 上旬ｌ中旬｜下旬ｌ上旬ｌ中旬ｌ下旬

石崎多門

林仁一郎
高藤祐蔵

jlL田弘

永谷雄幸

長繩弘

麻郷地忠勝

小針・和也

花川秀一

古沢翠

花川稔

今井照男

岡部爽

渡辺善行

松隅健二

古漸製
藤本久夫

小川禰

佐藤遊嘉

佐藤末美

佐･藤拡

佐藤永雄

佐藤束
白築政博

望月幸男

武田勇

商橋．敏夫

旗倉彦吉

小林佐枝子

阿部正六

佐藤三男

土井上昭男

山田輝男

吾妻紀巳夫

桜井寿夫
高橋勝義
中本卜モ

九田良夫

鈴木修

高栃一男
高平幸夫

α今ｌノノ〃夫
市
子
雄
勝
幹
夫
治
行
夫
司
男
秋
稔
男
正
義
良
三
夫
務
守
成
久
民
郎
郎
夫
雄
義
司
義

芙

哲
瀞
寿
延
進
俊
祥
丈
正
満
孝
窟
良
祐
吉
正
要
窟
弘
尚
蒸
散
仮
慶
良
純
昭
幸
繁
信
奉
幸

部
木
垣
原
村
橘
井
井
井
地
路
野
成
村
藤
坂
坂
場
保
我
城
井
木
藤
森
渕

正
飯
飯
奥
奥
阿
鈴
西
小
吉
竹
商
飾
筒
茎
安
山
桧
舟
菊
遠
長
大
吉
福
運
久
久
荒
三

綏
綏
吉
滝
正
接
佐
佐
下
長

､ダフ

哩量？

垂
》

｡z《 負早 ズュ

｡ｚ／ 

４４Ａ 

望ＬＨ－篝
ｇ／ 

塁
一
葱

ﾍﾃ１５１ヴヲ

ヰニ仁夛
空？

⑦ パリ

4zbHlJ酒

,余忍
＄ヲ

塗
》

坐で

p`どく ４A３ ／察の

ﾔ穂 ノュパ

8必

中 籾 津 地 凶

？９ 愈盈や亟
｜
｜
素

Ｃ
６
Ｄ
 

■
■
ロ
■

■
Ｌ
Ｐ
 

iＩｺ 
ﾝﾛ 蝉 函

望
＝ 
二軍

－４Ａざ

=篝

（ノ

錘
亜
堅
豆

9“ 

鋒 ＿直竺

ｺﾞ篝
辺

' 、

質のよいミルクを 【らつのルール】

③手と乳房を漕潔にすること

つくるためにイ

③搾孚l装屑を正しく選び正しく使うこと

③ミルクの適切な冷却と貯蔵

こ'inだけは

守りましょう。
○搾孚リリv終るたびに洗浄

⑤ライナーとミルクチュープの定期交換

⑥ミルキングシステムの定期点検
、 ノ

氏名
細菌

上旬中旬Ｆ句

細胞

上旬中旬｜下旬
氏名

細菌

_上旬 中旬 下旬

綱

上旬 ｢l】句 下旬

当 県 世’ 石崎多門 つぐ ノノ〃
飯脇哲夫 林仁一郎 ､ダフ
飯ｌ紛瀞市 高藤祐蔵
奥田芽英子 juL田弘 ⑨｡ 
奥田建雄 共〆 ｡｡ 永谷雄幸 ＿台式 ｅ９ 
中１１１逆一 長繩弘

阿部俊勝 麻郷地忠勝 ﾆﾉ 
鈴木祥幹 小針・和也 4ﾑム 6凶ﾉマ Lタヲ
西垣丈夫 花川秀一 ｐ､ 

’j、ｊ凪Ｖ百 耳ノ dh5d 古沢翠 患ﾖﾍﾟ ､ギワ

吉Ｈ１正行 花川蕊

竹村ｉｉＲｉ夫 今井照男 少ワ 空さ
‘両揺孝司 ､ｆ乙Ｚ 岡部実 ろり ｡｡ 9口

怖井窟男 渡辺善行 ﾛ；則〆 念／
筒井良秋 松隅健二

篭井祐冗 古漸型
安’Ⅱ稜 藤本久夫 凶z七月 ｕｇＫ 

山ＩＩｌ－・男 小川榊 I余８Ｆ
松【１１吉正 ＄ヲ 佐藤遊嘉 づき

舟１１１正義 佐藤末美 Sbや

菊地良 必（ 佐藤拡

j運Ｉ、要鬼 ，盃 佐藤永雄 _／宍ク 4４３ 
長正銘満 佐藤束

大野産夫 白築政博
成務 ﾔｶﾍﾟ 望月幸男 _とP2６
福付守 武田功

遠藤弘成 商栃一鮫夫 8単

熊倉彦吉
Ｐ柵 津 地Ｐ 小林佐枝子

綏坂尚久 阿部正六

綏坂恭民 佐藤三男

吉川敏郎 ｡｡ ｡□ 

滝場槙－２ 孕専 旧師Ｚ脾司ＺｆｇＥＬ

久保座一郎 土井上昭男

久洩良夫 山田輝男 ａ。

正城純一 吾妻紀巳夫 ｡□ 

荒昭一・ －ｓ§E‘ 桜井寿夫 幕

,桜井幸一 高楢勝義
佐々木繁雄 9ﾋﾞム 中本トモ ３－Jフ
佐藤信義 αノ 丸田良夫 _タさ ｴペ

三森章司 鈴木鯵 `､Ｚ 
下山幸一一 商栃一男 陰○・ 6A』〈
長渕貞義 ９９ 高平幸夫



のうきょうなかしくつ 2０ 昭和62年ﾕ８月１０日

間
違
い
さ
が
し

<６月号の間違叫固所》

Ｐ 

ＤＵＵ 
ｍ■ 

呼頁愚

〔
六
月
号
の
当
選
者
〕

六
月
号
の
正
解
は
「
四
つ
二
の
図

の
ｏ
印
）
で
し
た
。
応
募
者
数
二

名
で
正
解
者
は
一
名
で
し
た
。

正
解
者
西
武
佐

藤
原
有
希
ち
ゃ
ん

（
尚
、
今
月
号
の
「
間
違
い
さ
が

し
」
は
、
お
休
み
致
し
ま
す
。
）

⑦ 

温影±井上信一氏Ｌまりす

霧

織
蕊
熱

瞳
鎖
■ 

第４回理事会

内部審査

固定資産監査

管理購買委員会

営農委員会

会計検査院検査

第５回理事会

７月６日

７日

８日

１４日

１８日

２２日

２４日

共】

⑦ Nｉ 

几

二鵜’
１
‐
Ｐ
 

出

開
陽
台
で
ミ
ル
ク
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
始
っ
て
一
ケ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

当
初
一
○
○
○
ｍ
パ
ッ
ク
で

二
○
本
程
し
か
出
な
か
っ
た

牛
乳
も
、
夏
休
み
に
入
っ
て

七
○
本
近
く
出
る
様
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
多
く
の
観
光

客
が
毎
日
訪
れ
、
バ
イ
ク
に

乗
っ
て
来
る
若
者
も
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
ま
す
。
彼
ら
は

皆
、
う
ら
や
ま
し
い
程
生
き

生
き
し
て
い
ま
す
。

牛
乳
を
飲
ん
で
明
る
く
帰

っ
て
い
く
後
姿
を
見
て
い
る

と
、
難
事
に
旅
を
終
え
る
事

を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
七
月
は
、
良
い
天
気
の

日
が
本
当
に
少
な
く
、
農
作

業
の
遅
れ
で
ア
セ
リ
を
感
じ

て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
天
候
が
回
復
す

る
と
ど
う
し
て
も
無
理
す
る

事
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
ど

う
ぞ
事
故
等
に
気
を
つ
け
て

下
さ
い
。

編一一集一一後一記

編

集

後

鶉
上


